
五

　

嶺
南
｛
支
に
那

　

の

考
交

　

通

　

路

　

秦
末
の
天
下
大
気
に
際
し
て
、
嶺
南
の
。
地
に
自
立
を
計
っ
た

南
海
尉
任
歳
は
龍
川
令
趙
佗
を
呼
ん
で
、

　

番
綱
負
山
瞼
阻
南
海
。
東
西
数
千
里
。
頗
有
中
國
人
。
相
輔

柴
一
畳
圭
作
・
間
配
禦
作
１

　
　

と
謀
っ
て
ゐ
る
如
く
、
賓
に
嶺
南
の
地
は
北
に
‘
南
嶺
山
脈
を
負

　
　

ひ
、
南
海
に
面
し
、
そ
ゐ
地
形
恰
も
ア
ル
プ
ス
を
負
ぶ
北
イ
タ

　
　

リ
ヤ
の
如
く
、
そ
？

　
　

酉
を
な
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、
唐
の
貞
観
の
初
嶺
南
道
が
設
け

　
　

ら
れ
て
よ
り
、
咸
娃
二
年
に
は
こ
れ
が
二
分
せ
ら
れ
て
嶺
南
東

　
　

道
・
嶺
南
西
道
と
な
り
、
宋
の
淳
化
四
年
再
び
合
せ
ら
れ
て
廣

　
　

南
路
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
至
道
三
年
に
は
廣
南
東
路
と
廣

　
　

南
西
路
忙
分
た
れ
、
こ
れ
が
今
日
の
廣
東
廣
西
爾
省
と
た
る
の

　
　

で
あ
っ
て
、
古
来
南
嶺
を
境
と
し
て
必
寸
こ
ｘ
に
一
の
行
政
亘

2
9

　

劃
が
成
立
し
ヽ
叉
戦
既
に
際
し
て
は
彼
の
任
茸
の
如
く
ヽ
こ
の

北

　

山
い
康

　

夫

地
に
よ
っ
て
一
州
の
主
と
な
ら
ん
と
す
る
も
の
が
現
れ
る
の
が

常
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
嶺
南
地
方
の
北
の
障
壁
を
な
す
と
こ
ろ
の
南
嶺
山

脈
中
の
交
通
路
の
舷
態
を
潜
へ
て
見
る
に
、
南
嶺
は
古
来
又
五

嶺
の
名
を
以
て
稀
せ
ら
れ
、
こ
の
五
嶺
に
つ
い
て
は
唐
の
顔
師

芯
は
之
に
註
し
て
、
、

　

服
虔
曰
。
山
領
而
有
五
。
因
以
篤
名
。
交
９
　
合
仙
界
有
此
領
。

師
古
日
。
服
説
非
也
。
領
者
西
自
衛
山
之
南
。
東
窮
于
寿
。

一
山
之
限
耳
。
而
別
標
名
則
有
五
焉
。
裴
氏
廣
州
砂
蔦
大

　
　
　

。
｜

　
　

。
－
。
。
～

　

。
。
。
。
・

　

。
。

　
　

。
③

庚
・
始
安
・
臨
賀
・
絆
陽
・
掲
陽
是
篤
一
五
舞
。
孤
徳
明
南
康
記
伺
。

大
慶
嶺
一
也
。
桂
陽
騎
田
嶺
二
也
。
九
興
都
龍
嶺
三
也
。
臨

賀
萌
渚
嶺
四
也
。
始
安
越
城
嶺
五
也
フ
師
古
曰
。
裴
脆
是

也
・
替
蛭
訴
二

と
い
ひ
、
複
虔
が
五
嶺
を
以
て
交
趾
合
浦
の
附
近
の
山
の
名
と
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雅

　

い
た
の
を
非
と
し
て
、
西
の
方
湖
南
省
の
衡
山
０
　
甫
に
１
　
つ
て

　
　

と
い
ふ
語
が
あ
り
、
新
道
と
は
霊
１
　
に
も
い
ふ
組
く
肌
ら
か
に

　
　

束
の
方
海
に
到
る
山
脈
の
名
な
り
と
し
、
そ
の
中
に
大
庭
・
始

　
　

秦
が
南
越
に
通
す
る
た
め
新
し
く
開
い
た
通
路
で
あ
り
、
任
居

　
　

ヽ
安
・
臨
賀
・
柿
腸
・
掲
陽
の
五
山
が
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
然
し
た

　

’
の
死
後
そ
の
旨
を
奉
じ
て
自
立
し
た
趙
佗
Ｊ
ｒ
ヽ
任
居
の
言
に
従

　
　

が
ら
、
五
嶺
の
名
は
漢
書
f
l
l
l
i
･
　
　
一
に
皿
に
、

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て
横
浦
・
腸
山
・
涅
渓
の
諸
開
を
閉
ぢ
た
と
い
は
れ
て
居
少
、

　
　
　

秦
篤
霞
政
虐
刑
残
滅
天
下
。
北
篤
長
城
之
役
。
南
有
五
領
之

　
　

之
等
の
諸
則
は
今
日
そ
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
な

　
　
　

戌
。
云
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
が
、
兎
に
角
南
嶺
山
版
中
の
交
通
路
を
捉
す
る
地
動
に
あ
っ

　
　

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
始
皇
帝
の
南
越

　
　

た
に
違
ひ
な
い
。
か
く
て
始
皇
帝
の
南
越
征
服
の
後
、
中
央
の

　
　

征
服
の
後
、
南
嶺
地
方
の
燈
人
に
備
ふ
る
た
め
に
五
嶺
の
地
に

　
　

威
令
が
嶺
宿
の
地
に
及
ぷ
を
共
に
、
こ
χ
に
南
嶺
山
腹
中
の
交

　
　

兵
を
駐
屯
せ
し
め
た
の
７
あ
る
か
ら
、
そ
の
位
置
は
必
ず
南
北

　
　

暴
路
も
初
め
Ｊ
重
要
性
を
帯
び
る
や
う
に
な
っ
た
の
ゼ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

　
　
　

の
交
通
路
を
捉
す
る
地
鮎
で
あ
ら
ね
ば
。
な
ら
ぬ
。
か
く
考
ふ
る

　
　
　

そ
の
後
趙
佗
の
子
孫
は
長
く
嶺
南
の
地
に
濁
立
を
保
っ
て
ゐ

　
　
　

と
き
は
晋
書
地
理
志
倦
十
五
に
ヽ
、
五
嶺
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　

た
が
、
漢
に
武
帝
と
い
ふ
外
征
好
き
な
天
子
が
出
る
作
こ
、
そ
の

　
　
　

秦
始
皇
既
略
定
楊
越
。
以
謎
戌
卒
五
十
萬
人
守
五
嶺
。
自
北

　
　

濁
立
は
最
早
や
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
即
ち
武
帝
は
元
鼎
五
年

　
　
　

祖
南
入
越
之
道
。
必
由
嶺
崎
。
時
有
五
處
。
故
曰
五
嶺
。

　
　
　

大
規
模
な
る
南
越
征
伐
を
敢
行
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
進
軍

　
　

と
い
り
五
嶺
を
以
て
嶺
嬌
な
り
と
し
た
の
を
以
て
一
層
安
営

　
　

の
状
況
は
漢
書
巻
六
に
梢
よ
詳
細
に
之
を
傅
へ
、

　
　

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣
伏
波
将
軍
路
博
徳
出
桂
陽
下
流
水
。
権
船
将
軍
楊
僕
出
隻

　
　
　

事
賓
南
嶺
を
越
え
て
廣
東
に
到
る
通
路
は
、
始
皇
帝
の
南
越

　
　
　

章
下
淡
水
。
肺
義
越
侯
殿
鴬
戈
船
将
軍
出
零
陵
下
離
冰
。
甲

　
　

征
伐
以
来
大
い
に
利
用
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
史
記

　
　
　

焉
下
瀬
将
軍
下
蒼
梧
。
皆
将
部
人
江
淮
以
南
権
船
１
　
萬
人
。

　
　

を
一
百
十
三
南
越
趙
佗
列
傅
に
、
南
海
尉
任
居
が
嶺
南
の
地
に

　
　
　

越
馳
義
侯
煌
別
将
巴
蜀
罪
人
。
醗
夜
郎
兵
下
詳
何
江
。
咸
會

　
　

孤
立
を
企
て
、
龍
川
令
趙
佗
に
語
っ
た
言
葉
の
坤
に
、

　
　
　
　
　
　

番
偶
。

　
　
　

吾
恐
盗
兵
侵
地
至
此
。
吾
欲
興
兵
ｍ
新
道
"
ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
５
つ
て
ゐ
＆
。
即
ち
漢
の
軍
除
は
廣
東
に
向
っ
て
五
方
よ
力

　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　

・
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進
撃
し
た
。
そ
の
中
伏
波
将
軍
が
桂
隠
（
湖
南
・
一
祢
州
）
よ
肌
浸

水
に
下
っ
た
と
い
ふ
の
は
、
幽
南
の
湘
水
を
湖
っ
て
相
州
に
至

り
、
そ
こ
か
ら
陸
路
南
嶺
を
越
え
て
北
江
の
一
支
流
、
今
日
も

涅
水
と
呼
ば
れ
る
川
に
出
た
の
で
あ
り
、
機
船
将
車
が
猿
章
に

出
で
ｘ
消
水
を
下
っ
た
と
鴉
ふ
の
は
、
江
西
の
積
水
を
湖
っ
て

同
じ
く
北
江
の
一
支
傀
、
今
日
も
漬
水
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る

川
に
出
た
の
で
あ
ぴ
ご

下
っ
た
と
い
ふ
の
杜
、
即
ち
湘
江
を
湖
っ
て
零
陵
・
（
湖
南
：
氷

州
）
―
に
到
り
、
そ
こ
よ
り
桂
水
の
上
流
、
今
日
も
侭
ほ
瀧
水
を

以
て
栃
せ
ら
る
ｉ
川
に
出
で
た
の
で
あ
る
。
戦
季
に
際
し
て
大

｀
部
除
。
の
通
過
す
る
と
こ
ろ
は
亦
多
■
≫
・
の
場
合
、
営
時
の
交
通
幹

線
で
あ
る
。
伏
波
将
軍
１
　
船
将
軍
・
戈
船
将
軍
の
進
ん
だ
道
も

亦
営
時
の
爾
支
那
の
重
要
な
る
交
通
路
で
あ
っ
た
で
あ
４
う
。

瀋
賓
後
漢
書
頷
鄭
話
に
は
ヽ

　

建
初
八
年
代
鄭
衆
篤
大
司
農
。
奮
交
趾
七
郡
貢
献
韓
運
皆
束

　

冶
汎
海
至
。
風
波
烈
阻
況
溺
相
係
。
弘
奉
開
零
陵
桂
陽
崎

　

道
。
’
於
是
夷
通
。
逡
狐
常
路
。
在
職
ご
年
所
省
息
以
億
萬
計
。

と
見
え
ヽ
こ
れ
は
通
鑑
作
Ｊ
の
胡
三
省
の
恥
に
も
い
ふ
如
く
ヽ

　
　

此
の
時
初
．
め
て
此
の
通
路
が
開
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
と

３

　

に
か
く
後
漢
の
時
代
に
あ
つ
て
も
、
湘
江
を
湖
つ
て
零
陵
に
至

ひ
、
そ
こ
よ
り
陸
路
桂
林
に
至
る
も
の
と
ご

｀
つ
て
桂
腸
・
（
湖
南
・
彬
州
）
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
北
江
の
支
流

　

の
涅
水
又
は
ぞ
」
の
上
流
の
詔
州
（
廣
東
省
曲
江
瓢
）
に
出
づ
る
も

　

の
が
、
重
要
な
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

　

さ
て
通
典
の
著
者
杜
佑
も
亦
五
嶺
に
つ
い
て
説
を
立
。
て
、

　

自
北
狙
南
入
越
之
道
。
必
由
嶺
矯
。
時
五
處
。
塞
上
嶺
一
也
。

　

今
南
康
郡
’
江
西
・
機
州
）
大
厦
嶺
是
。
騎
田
嶺
二
也
。
今
桂

　

陽
郡
（
湖
南
・
彬
州
）
臓
嶺
是
。
都
雁
嶺
三
也
。
今
江
華
郡

　

（
湖
南
・
道
州
）
永
明
嶺
是
。
虻
渚
嶺
四
也
。
亦
江
華
界
白
芒

　

嶺
是
。
越
城
嶺
五
也
。
今
始
安
郡
（
廣
西
・
梓
林
）
北
零
陵

　

（
湖
南
：
氷
州
）
南
臨
源
嶺
是
。
皿
他
一
一
一
乎

　
　
　
　
　
　

。

と
’
い
っ
て
ゐ
る
’
。
こ
の
杜
佑
の
脆
に
よ
れ
ば
、
先
に
顔
師
古
が

引
用
し
た
南
康
記
に
見
ゆ
る
大
腹
嶺
・
騎
田
嶺
・
都
寵
嶺
・
藷
浙

嶺
（
陀
渚
嶺
）
越
城
嶺
は
、
賓
は
師
古
が
考
へ
た
如
く
、
南
嶺
山

眼
中
の
山
嶺
で
は
な
く
、
南
嶺
山
脈
中
の
峠
で
あ
り
、
嬌
道
に

他
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
賓
際
こ
れ
ら
の
中
、
大
度

嶺
・
越
城
嶺
の
如
き
は
、
明
ら
か
に
南
嶺
山
脈
中
の
通
路
で
あ

っ
ミ
そ
の
他
の
諸
嶺
も
が
杜
佑
の
考
へ
た
如
く
嶺
嬌
？

た
で
あ
ら
う
。
か
ぶ
る
説
を
一
勝
鮮
明
に
主
張
し
た
の
は
宋
の

、
周
去
非
で
あ
っ
て
、
彼
は
、
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J2

　

白
秦
世
有
五
嶺
之
掌
。
皆
指
山
名
之
。
考
之
入
嶺
之
途
五
耳
。

　

非
必
山
也
。
自
禰
建
之
汀
。
入
廣
東
之
循
梅
。
一
也
。
自
江

　

西
之
南
安
。
蹟
大
庚
入
南
雄
。
二
也
。
ぽ
湖
南
之
祁
入
連
。

　

三
也
。
自
道
入
廣
西
之
賀
。
四
也
。
自
全
入
静
江
。
五
也
。

　

嶺
外
代
答

　

巻
七
。

と
い
ぴ
、
五
嶺
と
は
南
嶺
中
０
　
五
つ
の
通
路
で
あ
っ
て
、
頴
建

の
汀
州
よ
り
廣
東
の
循
（
恵
州
）
梅
（
梅
輔
）
に
出
づ
る
の
が
そ
の

一
で
あ
り
、
江
蒔
の
簸
江
を
湖
っ
て
南
安
（
江
西
省
南
安
輔
）
に

到
り
、
南
安
よ
り
大
厦
嶺
を
越
え
て
北
江
の
上
流
南
雄
（
廣
東

省
南
雄
輔
）
に
到
る
の
が
そ
の
Ｉ
ぞ
あ
り
、
湘
江
を
洲
っ
て
相

州
に
到
り
、
祁
州
よ
り
陸
路
騎
田
嶺
を
越
え
て
北
江
の
支
流
流

水
の
上
流
に
あ
る
連
州
（
廣
東
省
連
輔
）
に
出
づ
る
の
が
そ
の
三

で
あ
り
、
同
じ
く
湘
江
を
渕
っ
て
道
州
（
廣
東
省
道
輔
）
に
到

φ
、
。
そ
こ
ご
り
陸
路
陀
渚
嶺
を
越
え
て
賀
江
の
上
流
賀
州
（
廣

西
省
賀
牒
）
に
到
る
の
が
そ
の
四
で
あ
り
、
同
じ
・
く
湘
江
を
洲

っ
て
仝
州
（
麦
蒔
省
会
報
）
に
到
り
、
そ
こ
よ
り
越
城
嶺
を
越
え

て
杜
江
の
上
流
灘
水
に
よ
っ
て
静
江
（
廣
西
省
純
林
府
）
に
到
る

も
の
が
そ
の
五
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
秦
の
五
嶺
は
と
も
か
く
杜
佑
及
び
周
去
非
の
説
は
、
唐

宋
鋳
代
の
賓
際
の
交
通
舷
況
よ
り
こ
の
説
を
立
て
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
宋
時
代
或
は
そ
れ
よ
り
湖
っ
だ
時

代
の
交
通
の
顛
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
周
去
非
は
桂

林
に
官
吏
た
り
し
人
で
あ
る
か
ら
、
宋
代
南
支
那
の
交
通
に
は

通
暁
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
、
殊
に
そ
の
交
通
路
は
、
そ
れ
が

何
れ
を
。
塘
江
及
び
湘
江
上
流
の
舟
蓮
の
終
鮎
と
、
北
江
・
賀
江
・

梓
江
の
舟
運
の
起
鮎
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
極
度
に
水
運

を
利
用
し
て
居
り
、
彼
の
武
帝
の
南
越
征
伐
が
水
軍
を
圭
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
ｘ
開
聯
し
、
南
船
北
馬
の
賓
状
を
雄
聊

に
物
語
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

　

さ
て
唐
代
南
支
那
の
交
通
路
は
、
元
和
郡
照
志
に
よ
っ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
湘
水
を
湖
っ
て

潭
州
（
湖
南
省
長
沙
新
）
衡
州
・
永
州
を
経
て
廣
西
に
入
り
、
露

築
に
よ
っ
て
瀧
水
に
出
で
、
以
て
桂
林
に
到
る
も
の
と
、
衡
州

よ
り
と
れ
と
別
れ
て
鰯
州
に
到
り
、
郁
州
よ
り
摺
嶺
を
越
え
て

北
江
の
上
流
詔
州
に
出
で
、
詔
州
よ
り
廣
東
に
到
る
も
の
と
、

（
今
日
の
専
漢
線
と
略
よ
同
じ
）
。
江
河
の
鯖
江
を
湖
っ
て
洪
州

（
江
西
省
南
昌
邸
）
虔
州
（
江
西
省
績
顛
）
を
経
て
江
西
省
を
縦
断

し
、
大
厦
嶺
を
越
え
て
詔
州
に
出
で
以
て
廣
東
に
到
る
も
の
と

が
三
大
交
通
幹
線
で
あ
っ
た
。
宋
代
に
於
て
も
略
よ
之
と
同
じ

で
あ
し
ら
そ
の
後
清
朝
時
代
に
あ
っ
て
１
、
大
庚
嶺
を
越
え
て

-32



33

鷹
東
に
到
ぷ
も
の
と
ヽ
湘
江
を
湖
つ
．
て
灘
水
に
ふ
で
ヽ
一
ホ
て
桂

林
に
到
る
も
の
と
は
、
廣
東
官
路
・
廣
四
官
路
と
並
び
稀
せ
ら

れ
、
南
支
那
の
二
大
官
馬
大
路
と
し
て
重
要
硯
せ
ら
れ
た
。
以

下
こ
れ
ら
二
つ
の
通
路
に
つ
い
て
脆
明
す
ゐ
こ
と
Ｘ
し
よ
う
。
‘

（
一
）

　

大
庚
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膚

　

大
庚
嶺
は
叉
胸
開
・
・
紅
梅
開
’
横
浦
開
‐
の
名
を
以
て
稀
せ
ら

れ
、
所
謂
五
嶺
の
東
第
一
に
あ
り
二

脈
の
名
を
以
て
稀
せ
ら
れ
る
程
著
名
な
も
の
ぜ
あ
り
、
江
西
省

南
安
府
の
西
南
二
十
五
支
里
、
廣
東
省
南
雄
牒
の
北
六
１
　
支
里

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
賓
に
南
嶺
を
越
ゆ
る
交
通
路
の
最
も
重
要

な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
大
滝
嶺
を
越
ゆ
る
と
共
に
嶺
南
と
な

り
、
そ
の
風
土
・
気
候
人
情
風
俗
等
大
い
に
そ
の
趣
を
異
把
す
‘

る
と
い
ぱ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
地
を
経
て
嶺
麿
に
到
る
に
は
、
普

通
鄙
陽
湖
に
注
ぐ
と
こ
ろ
の
鯖
江
の
水
蓮
を
利
用
し
て
民
船
に

よ
っ
て
江
河
省
の
南
安
・
ま
で
潮
り
、
。
南
安
か
ら
は
陸
捌
百
二
１
　

支
里
、
大
度
嶺
を
越
え
て
廣
東
省
察
雄
ヽ
に
。
到
う
、
こ
ｘ
か
ら
又

漬
水
の
水
運
を
利
用
し
て
詔
州
に
出
で
、
詔
州
か
ら
叉
北
江
に

よ
っ
て
廣
東
に
到
る
の
で
あ
る
が
、
そ
め
間
多
く
は
鞍
江
・
北

江
の
水
運
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
嶺
南
に
到
る
第

一
の
交
通
路
と
な
り
、
稽
朝
時
代
に
は
廣
東
官
路
と
し
て
最
も

重
要
な
る
幹
線
と
な
っ
て
ゐ
た
。

　

さ
て
大
庚
嶺
は
古
く
秦
の
始
皇
帝
が
虜
越
征
伐
を
行
っ
て
、

五
十
萬
の
大
軍
を
配
し
て
五
嶺
を
守
ら
し
。
め
た
と
き
・
、
大
慶
嶺

も
そ
の
一
で
あ
っ
た
と
さ
れ
。
叉
秦
末
の
動
飢
に
際
し
て
嶺
南

の
地
で
自
立
を
計
っ
た
趙
佗
は
。
「
盗
兵
到
ら
ぱ
急
に
門
を
閉
ぢ

て
道
を
絶
て
」
と
命
じ
た
横
浦
開
拡
、
大
庚
嶺
に
あ
っ
た
と
い

　
　

⑦

は
れ
、
叉
武
帝
の
南
越
征
伐
に
営
っ
て
、
指
船
将
軍
と
な
っ
た

楊
僕
は
像
章
よ
り
渡
水
に
出
で
た
と
い
ふ
の
は
、
賓
に
こ
の
大

　
　
　
　
　
　
　

。

　

＼

　
　
　

⑧

庚
嶺
を
越
え
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
北
よ
り
南

嶺
南
を
襲
は
ん
と
す
る
も
の
は
、
必
雫
こ
の
地
を
経
過
す
る
を

常
を
し
、
朱
心
南
漢
討
伐
、
蒙
古
軍
の
南
宋
征
服
、
明
の
嶺
南

平
定
等
枚
學
に
’
逡
が
た
い
程
で
あ
る
。

　

さ
て
か
く
戦
時
に
あ
っ
て
重
要
な
る
軍
隊
の
通
路
と
た
っ
た

大
庚
嶺
は
、
又
平
時
に
あ
っ
て
も

幹
線
で
あ
っ
た
。
新
唐
書
地
理
志

の
條
に
は
、

江
酉
と
廣
東
と
を
結
ぶ
交
通

四
丿
十
の
嶺
唐
．
道
詔
州
始
興

　

有
大
庚
嶺
。
開
元
十
六
年
。
詔
張
九
齢
開
。

と
簡
軍
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
Ｉ
仝
唐
文
挺
一
所
収
ご

開
大
度
嶺
路
の
一
文
に
は
、

　

以
載
則
曾
不
容
軌
。
以
運
則
負
之
以
背
。
而
海
外
諸
國
日
以
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討

　

通
商
。
歯
革
羽
毛
之
。
殷
魚
雙
蜃
蛤
之
利
。
上
足
以
備
府
庫

　

之
用
。
下
足
以
瑞
江
淮
之
求
。
而
越
人
綿
力
薄
材
。
夫
負
妻

　

戴
。
努
亦
久
矣
。
不
虞
一
朝
而
見
性
者
也
。
不
有
聖
政
。
具

　

何
以
蹟
茲
乎
。
開
元
四
載
冬
十
有
一
月
。
伸
使
臣
左
右
遺
内

　

供
奉
張
九
齢
。
飲
冰
矢
懐
執
蒔
。
是
度
縁
優
道
。
披
濯
叢
。

　

相
具
山
谷
之
宜
。
革
其
坂
瞼
之
故
。
歳
已
農
隙
。
人
斯
子
来

　

役
。
匪
途
時
成
者
。
不
日
則
已
坦
坦
而
方
。
五
軌
間
間
而
走
。

　

四
通
韓
輸
。
云
云

と
記
さ
れ
、
張
九
齢
の
改
修
に
よ
っ
て
そ
の
道
路
は
坦
々
た
る

大
道
と
な
り
、
営
時
ア
ラ
ビ
ヤ
人
に
よ
っ
て
将
来
せ
ら
れ
た
珍

貨
や
南
海
の
特
産
物
が
陸
棲
と
し
て
、
大
慶
嶺
を
越
え
て
北
方

に
運
搬
さ
れ
た
歌
況
が
想
像
に
難
く
な
い
。
更
に
宋
代
に
及
ん

で
は
、
蔡
挺
・
蔡
抗
の
兄
弟
が
こ
の
道
路
を
改
修
し
た
。
宋
史

認
心
蔡
諧
に
、

　

越
敷
歳
梢
起
。
知
南
安
軍
提
胞
江
西
刑
獄
提
學
虔
州
監
。
自

　

大
庚
嶺
下
直
至
廣
。
騨
路
荒
遠
。
室
蘆
稀
疎
。
往
来
無
所
罵
。

　

挺
兄
抗
時
篤
廣
東
韓
運
使
。
廼
相
呉
謀
。
。
課
民
植
松
爽
道
０
　

　

以
休
行
者
。
゛

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
知
南
安
軍
た
り
し
蔡
挺
は
、
時
に
廣
東

韓
蓮
使
た
り
し
兄
抗
と
相
談
し
て
、
道
路
の
雨
側
に
松
並
木
を

植
ゑ
て
、
旅
行
者
休
息
の
便
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
の
如
く
大
腹
嶺
を
越
ゆ
る
廣
東
官
路
は
、
戦
時
平
時
共

に
嶺
南
に
到
る
重
要
な
る
幹
線
道
路
。
で
あ
り
、
従
っ
て
大
庚
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

の
北
の
南
安
府
・
簸
州
と
そ
の
南
の
唐
雄
・
詔
州
は
何
れ
も
民

船
の
起
鮎
又
は
終
鮎
と
し
て
、
或
は
交
通
路
を
捉
す
る
と
こ
ろ

の
戦
略
地
動
と
し
て
、
平
時
に
あ
っ
て
は
民
船
轜
債
し
て
商
業

殷
賑
を
極
め
、
戦
時
に
あ
っ
て
は
攻
略
の
第
一
目
標
と
な
り
、
。
、

重
要
硯
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）

　

越
城
嶺

　

越
喊
嶺
は
廣
西
省
興
安
瓢
の
北
三
支
里
の
と
こ
ろ
に
あ
・
り
、

湖
南
よ
１
１
り
廣
西
に
到
る
交
通
路
の
要
衝
に
富
り
、
こ
の
地
に
於

て
南
嶺
を
越
ゆ
る
交
通
路
は
、
清
朝
時
代
廣
西
官
路
と
し
て
、

東
の
方
廣
東
官
路
と
共
に
二
大
官
馬
大
路
と
し
て
、
重
要
脱
せ

ら
れ
て
ゐ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

秦
の
始
皇
帝
の
南
越
を
伐
っ
や
、
五
嶺
の
地
に
五
４
　
萬
の
大

軍
ｔ
派
遣
し
て
、
之
を
守
ら
し
め
た
が
、
今
粍
林
の
北
八
１
　
支

里
の
と
こ
ろ
に
は
築
城
の
遺
跡
が
あ
っ
て
、
始
皇
帝
の
駐
屯
兵

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
は
心
、
又
漢
の
武
帝
の
南
越
征
伐
に
際

し
て
も
、
戈
船
将
軍
と
な
っ
た
肺
義
越
侯
巌
は
、
零
。
陵
（
湖
南
・

永
州
）
よ
り
離
水
を
下
っ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
離
水
は
賓
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に
桂
水
の
上
流
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
を
盾
過
し
た
匹
で
あ
り
、

降
っ
て
宋
が
南
漢
を
伐
っ
た
と
き
に
も
、
そ
の
一
軍
は
梓
林
を

襲
っ
て
ゐ
る
．

　

．

　

而
し
て
反
對
に
嶺
南
の
地
よ
り
北
に
向
っ
て
行
動
を
起
す
場

合
に
も
亦
、
こ
の
交
通
路
は
屡
ま
用
ひ
ら
れ
、
そ
の
最
も
顧
１
　

な
も
の
は
唐
の
黄
巣
と
清
の
長
髪
賊
で
あ
る
．
唐
の
俳
宗
乾
符

六
年
浙
江
こ
扁
建
よ
．
り
廣
東
に
侵
入
し
た
黄
泉
は
、
嶺
南
節
度

使
の
職
を
要
求
し
た
が
、
唐
朝
憾
廣
東
に
は
市
舶
司
が
あ
っ
て

・
そ
の
利
益
莫
大
な
も
の
が
あ
っ
た
た
め
之
を
惜
ん
で
具
へ
な
か

っ
た
い
の
ｐ
、
意
を
決
し
た
黄
巣
は
、
桂
林
北
於
て
大
根
十
を
組

み
、
暴
水
に
乗
じ
て
一
學
に
し
て
湘
江
を
下
り
、
永
州
・
衡
州

等
要
衝
の
地
を
次
ぎ
ぐ
に
陥
落
し
て
揚
子
江
に
出
で
、
更
．
に

北
上
し
て
東
都
洛
陽
を
陥
れ
、
進
ん
で
都
長
安
に
泣
っ
・
た
の
で

傅
宗
も
西
の
方
成
都
へ
蒙
塵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
降

っ
ｔ
清
貧
の
道
光
末
年
廣
西
省
金
ｍ
村
に
飢
を
起
し
た
洪
秀
仝

が
、
先
づ
廣
酉
要
衝
の
地
桂
林
を
襲
ひ
、
黄
巣
と
同
じ
く
湘
江

を
下
っ
て
揚
子
江
に
出
で
、
南
京
に
護
っ
て
天
下
の
大
気
と
な

り
、
清
朝
を
し
て
崩
壊
の
危
機
に
瀕
せ
し
め
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
ゐ
る

　
１
こ
こ
ろ
で
あ
る
．

　

か
く
の
如
く
、
北
方
よ
り
嶺
宿
を
襲
は
ん
と
す
る
も
の
、
反

對
忙
南
方
よ
り
揚
子
江
に
出
で
ん
と
す
ゐ
も
？
何
れ
も
み
な

を
の
通
路
を
以
て
必
須
の
要
路
と
す
る
の
は
、
一
一
に
は
こ
き
よ

り
。
廣
西
に
出
づ
れ
ば
西
江
の
水
運
を
利
用
し
て
直
ち
に
廣
東
を

衝
く
こ
と
を
得
、
叉
反
對
に
北
に
出
づ
れ
ば
直
ち
に
湖
廣
低
地

に
出
で
、
揚
子
江
を
下
っ
て
武
漢
三
鍋
・
南
京
を
衝
く
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
が
、
一
に
は
叉
こ
の
と
こ
ろ
に
於
て
南
嶺

を
越
ゆ
る
こ
と
が
、
最
尨
容
易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
印
ち
、

福
水
と
湘
水
と
を
結
ぶ
と
こ
ろ
の
露
渠
と
い
ふ
運
河
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
　

、

　
　

こ
の
鑑
渠
に
つ
い
て
は
、
新
唐
書
地
理
志
Ｊ
Ｅ
梓
州
の
條
に
、

　
　

理
定
。
中
。
本
興
安
。
武
徳
四
年
置
宣
風
塵
。
貞
観
十
二
年

　
　

省
入
焉
。
至
徳
二
載
更
名
。
・
西
十
里
有
露
渠
。
引
離
水
。
政

　
　

秦
皮
祗
所
馨
。
後
腹
。
賓
暦
初
観
察
使
李
潮
立
斗
門
十
八
。

　
　

以
通
漕
・
俄
又
慶
・
咸
通
九
年
刺
史
魚
孟
威
以
石
鋒
隠
亘
四

　
　

十
里
・
植
大
木
篤
斗
門
至
十
八
重
。
乃
福
豆
舟
。

　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

と
い
ふ
記
載
が
あ
っ
て
、
蓮
河
の
起
原
を
泰
代
と
し
、
唐
代
屡

屡
改
修
さ
れ
た
こ
と
を
述
‐
べ
て
ゐ
る
が
、
宋
史
河
渠
志
作
七
に

も
亦
緋
渠
の
一
條
が
あ
っ
て
、
宋
代
改
修
の
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
然
し
乍
ら
、
ご
。
の
運
河
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
宋

代
純
林
に
官
吏
た
り
し
周
去
非
の
著
す
嶺
外
代
答
ぺ
に
最
も
詳
。
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お

　

細
に
之
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
。
卸
ち
、

　
　

深
不
数
尺
。
廣
可
二
丈
。
足
乏
千
解
之
舟
。
渠
内
置
斗
門
三

　
　

十
有
六
。
毎
舟
入
一
斗
門
。
則
復
閉
之
。
僕
水
積
而
舟
以
漸

　
　

進
。
故
能
循
崖
而
上
。
建
仮
而
下
。
以
通
南
北
之
舟
揖
。
１
　

　

／
観
辞
（
監
枠
）
之
遺
跡
。
鵬
嘆
始
皇
之
猪
忍
。
其
節
威
能
圀
水

　
　

行
舟
。
萬
世
之
下
乃
頼
之
。
壹
唯
始
皇
。
蒜
亦
人
傑
矣
。
因

　
　

名
曰
鑑
渠
。

　

と
述
べ
て
あ
り
、
之
に
よ
れ
ば
舟
が
一
水
門
を
入
る
と
そ
の
水

　

門
を
閉
ぢ
、
水
渠
に
水
の
蓄
る
■
｛
＾
ｉ
t
ｉ
つ
て
次
の
水
渠
に
入
る
仕

　

組
に
な
っ
て
居
り
、
丁
度
今
日
ぬ
パ
ナ
マ
運
河
に
見
る
が
如
く

　

で
あ
-
O
、
之
鴎
よ
っ
て
千
解
の
舟
も
通
・
過
で
き
た
と
い
ふ
か
ら
、

・
そ
の
南
北
交
通
に
資
す
る
と
こ
ろ
も
亦
大
で
あ
っ
た
ら
う
。
秦

　

の
南
越
征
伐
に
富
っ
て
、
此
の
水
路
を
利
用
し
て
食
糧
を
琲
っ

　

た
と
い
は
れ
る
の
も
成
程
と
思
は
れ
る
。

　
　

か
く
て
こ
の
交
通
路
を
捉
す
る
と
こ
ろ
の
桂
林
は
始
皇
帝
の

　

頃
よ
り
今
t
ｇ
ｋ
!
至
る
ま
で
、
廣
西
の
政
治
軍
事
の
中
心
で
あ
り
、

　
　

形
勢
之
瞼
。
襟
喉
之
會
。
水
草
之
美
。
風
気
之
住
。
翼
宿
兵

　
　

之
地
。
採
此
要
北
臨
南
方
。
水
已
出
渠
。
自
是
可
以
方
舟
而

　
　

下
。
陸
萄
出
開
。
（
巌
開
）
自
是
可
以
成
列
而
馳
。
進
有
建
仮

　
　

之
利
勢
。
。
退
有
重
瞼
之
可
播
。
宜
百
秀
之
君
。
委
命
下
吏
也

　

嶺
外
代
答

　

巻
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
拶

と
い
は
る
Ｘ
の
も
亦
宜
な
り
と
い
は
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　

結

　
　

語

　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　

以
上
私
は
秦
の
五
嶺
を
手
が
ｘ
り
と
し
て
、
南
支
那
と
中
支

那
と
の
交
通
路
に
つ
い
て
究
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
結
果
、
こ
の
南
嶺
を
越
ゆ
る
と
こ
ろ
の
交
通
嶺
は
、
何
れ
も

河
川
・
の
舟
運
と
河
谷
に
洽
ふ
道
路
を
極
度
に
利
用
し
た
も
の
で

あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
甚
し
ぐ
自
然
の
制
約
を
受
け
っ
ｘ
、
最

も
便
利
な
コ
ー
ス
を
と
っ
て
ゐ
る
こ
と
χ
、
叉
そ
の
た
め
、
秦

漢
時
代
以
後
略
。
よ
同
じ
遁
程
を
と
っ
て
ゐ
て
餓
り
便
化
し
て
ゐ

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
平
均
一
千
米
の
高
度
を
も
っ

南
嶺
も
、
こ
れ
昿
源
を
狸
す
る
河
川
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
廣
西
官
路
の
如
く
殆
ん
ど
舟
運
の
み
に
よ
っ
て
も
越
ゆ
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
更
乍
ら
南
方
支
那
の
水
運
の
便
に
恵
ま
れ

て
ゐ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
共
に
ご

交
通
が
想
像
以
上
に
容
易
で
’
あ
り
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
く

の
で
あ
る
。

①註

裴
氏
廣
州
記
と
は
卯
も
・
、
裴
淵
の
廣
州
記
で
あ
つ
て
こ
’
日
ぱ
侠
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し
て
傅
ら
な
い
が
、
左
傅
正
義
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
札
注
・
脊

　
　

民
要
術
・
太
平
御
覧
等
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
書
で
あ
る
。
（
王
庸

　

｀

　

著
中
國
地
理
學
史
。
Ｌ
一
五
六
頁
）

②
擲
徳
明
の
南
康
記
も
亦
傅
は
ら
な
い
が
、
水
練
注
や
太
平
簑
字
記

　
　

に
も
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
書
で
あ
る
。
（
王
庸
著
申
國
地
理
學
良
一

　
　

五
九
頁
）

　
　

肯
南
康
記
に
畢
ぐ
る
五
嶺
の
名
は
顧
野
王
。
の
輿
地
志
（
史
記
巻
六

　
　

正
義
所
引
）
や
通
典
・
水
経
注
も
こ
れ
に
従
つ
て
ゐ
る
。
顧
叙
両

　
　

の
蹟
史
方
輿
紀
要
は
、
・
顔
個
古
と
同
じ
く
五
嶺
を
以
て
南
嶺
山
脈

　
　

中
の
盆
山
な
り
と
辨
算
し
七
ゐ
る
が
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
、
大

　
　

虫
嶺
は
江
西
省
南
安
府
の
西
南
二
十
五
支
里
、
廣
東
省
南
維
新
の

　
　

北
六
十
支
里
の
と
こ
ろ
に
、
騎
田
嶺
は
湖
南
省
槨
州
の
南
三
十
六

　
　

支
里
の
と
こ
ろ
に
、
゜
都
塵
嶺
は
湖
南
省
永
明
新
の
北
五
ｆ
支
里
の

　
　

と
こ
ろ
に
、
萌
渚
嶺
（
覚
渚
嶺
）
は
湖
南
省
江
華
螺
の
西
一
支
里

　
　

の
と
こ
ろ
に
、
越
妓
嶺
は
廣
西
省
興
安
噺
の
北
三
支
里
の
と
こ
ろ

　
　

に
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

③
淮
南
子
巻
十
八
人
間
訓
に
、

　
　

叉
利
越
之
犀
角
象
育
・
鸚
翠
・
球
磯
。
及
使
尉
屠
唯
。
登
卒
五
十
萬

　
　

儒
五
軍
。
一
軍
塞
舞
城
之
嶺
。
一
軍
守
九
疑
之
塞
。
一
軍
處
番
男

　
　

之
都
。
一
軍
守
南
野
之
界
。
一
軍
結
節
干
之
水
。
三
年
不
解
甲
弛

　
　

弩
。
使
監
禄
以
韓
餉
。
又
以
卒
罷
渠
而
通
機
道
。
以
輿
越
人
。
云

　
　

云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　

ど
言
つ
て
ゐ
る
の
は
、
略
々
常
時
の
食
管
を
傅
へ
た
も
の
と
い
ふ

　
　

べ
く
、
舞
妓
は
刄
陵
（
湖
南
省
常
徳
）
の
西
南
に
、
九
疑
は
零
陵

　
　

（
湖
南
省
永
州
）
附
近
に
、
南
野
及
び
鈴
于
は
大
庚
嶺
附
近
に
あ
つ

　
　

記
も
ｌ
の
と
考
へ
ら
れ
、
何
れ
も
南
北
交
急
Ｉ
を
梶
す
る
と
こ
ろ
で

　
　

あ
っ
仁
。

④
賓
治
通
鑑
巻
四
十
六
、
の
胡
三
省
の
注
に
、

　
　
　

余
嫌
武
帝
撞
路
惇
徳
伐
南
越
。
出
桂
陽
下
流
水
。
則
曹
有
是
路
。

　
　
　

弘
特
開
之
。
使
夷
通
。

　

ヽ
と
あ
る
。

④
參
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
‐

　
　

白
壽
彝
著
中
國
交
通
史
（
一
二
一
頁
－
一
一
七
頁
）

　
　

世
界
歴
史
大
系
東
洋
中
世
史
第
二
篇
（
唐
の
交
通
と
隋
の
大
逗
河
）

④
世
界
歴
史
大
系
東
洋
中
世
史
。
第
三
篇
（
宋
の
交
通
）

①
蹟
史
方
輿
紀
要
・
聾
八
十
三

⑧
灸
治
通
鑑
巻
二
十
、
胡
三
省
が
流
水
に
注
し
て
、

　
　

庶
勣
伺
。
流
水
出
南
海
龍
川
西
入
秦
水
。
水
経
憤
水
巡
桂
陽
郡

　
　

之
漬
陽
噺
南
面
右
注
湊
水
。

　
　

と
あ
り
、
湊
水
は
印
ち
今
日
の
北
江
で
あ
る
か
ら
、
偵
水
は
即
ち

　
　

廣
東
省
南
雄
噺
・
始
具
螺
の
附
近
を
池
れ
て
北
江
に
注
ぐ
と
こ
ろ

　
　

の
今
日
も
肯
ほ
池
水
の
名
を
以
て
将
せ
ら
る
ｓ
河
に
他
な
ら
す
、

　
　

従
っ
て
排
船
将
軍
楊
撲
は
大
庚
嶺
を
越
え
記
も
の
と
断
じ
て
よ
か

⑧
讃
史
方
輿
紀
要
に
は
、
南
安
府
に
つ
い
て
は
、

　
　

府
南
掘
交
廣
。
西
距
湖
湘
。
嫁
江
西
之
上
游
。
柑
嶺
南
之
項

　
　

背
。
（
中
略
）
今
郡
澱
南
去
庚
嶺
不
及
一
合
。
錫
南
北
要
衝
。
行

　
　

族
往
来
。
必
取
途
於
此
。
贅
狼
秦
漢
敗
道
矣
。

　

と
逍
べ
、
斡
州
に
つ
い
て
は
、

　
　

江
西
之
有
九
江
。
瞼
在
門
戸
間
者
也
。
此
夫
人
面
知
之
也
。
江
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西
之
有
翰
州
也
。
瞼
在
堂
奥
也
。
此
夫
人
両
知
之
也
。
案
門
戸

　
　
　

而
不
守
者
敗
。
學
門
戸
之
間
面
不
知
堂
奥
吾
後
者
敗
。
棄
堂
奥

　
　
　

面
不
事
者
敗
。
云
云

　
　

と
い
っ
て
、
九
江
を
以
て
江
西
の
門
戸
と
し
、
隷
州
を
以
て
江
・
西

　
　

の
堂
奥
と
し
て
を
ｈ
’
、
南
雄
府
に
つ
い
て
は
、
、

　
　
　
　
　
　

’
｀
‘

　
　
　

府
鴬
庚
嶺
要
口
。
鴉
南
北
嘸
喉
。
（
中
略
）
南
流
置
雄
州
。
篤
北

　
　
　

面
重
飯
。

　
　

と
い
ひ
、
詔
州
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

府
面
責
江
湘
。
咽
喉
交
廣
。
採
五
嶺
之
口
。
営
百
泰
之
衝
。
且

　
　
　

地
大
物
繁
。
江
山
秀
麗
。
誠
嶺
南
之
維
郡
也
。

　
　

と
い
っ
て
ゐ
る
。

⑩
水
経
注
倦
三
十
八
湘
水
の
條
に
は
、

　
　
　

越
械
嬌
水
。
南
出
越
城
之
鴫
。
嬌
卯
五
嶺
之
西
嶺
也
。
秦
置
五

　
　
　

嶺
之
戊
。
是
其
一
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

と
あ
り
、
叉
嶺
外
代
答
泰
十
に
、

　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　
　

湘
水
之
南
。
震
渠
之
ロ
。
大
融
江
・
小
融
江
之
間
。
有
壇
蝶
存

　
　
　

焉
。
名
日
秦
械
。
賞
始
皇
妾
謎
戌
五
嶺
之
地
。

　
　

と
逍
べ
て
ゐ
る
。

⑨
水
絃
注
泰
三
十
八
瀧
水
の
條
に
、

　
　

’
没
書
所
謂
出
零
陵
。
下
潜
水
者
也
。

　
　

と
い
っ
て
居
-
Ｃ
s
、
良
書
所
謂
と
は
蹄
義
越
侯
巌
の
こ
と
を
指
し
て

　
　

ゐ
る
の
で
あ
る
。

⑩
淮
南
子
（
註
③
參
照
）
に
よ
る
と
浬
河
を
開
馨
し
仁
の
は
、
監
縁
な

　
　

り
と
し
て
ゐ
る
。

⑩
そ
の
他
こ
の
廣
西
官
路
嬰
衝
の
地
は
、
仝
州
・
永
州
・
衡
州
で
あ
っ

　
　

て
。
仝
州
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

州
北
連
永
耶
南
蔽
桂
林
。
舟
車
絡
稗
。
諌
淫
孔
道
。
従
来
有
事

　
　
　

専
西
者
必
争
仝
州
。
蓋
界
攘
相
錯
門
I
戸
所
寄
也
。

　
　

と
い
は
れ
、
永
州
又
専
西
（
廣
西
）
の
門
戸
と
さ
れ
、
衡
州
に
っ
い

　
　

て
は
、

　
　
　

府
襟
帯
荊
湖
。
控
引
交
廣
。
衡
山
姫
其
後
。
濠
湘
逡
其
前
。
湖

　
　
　

右
奥
医
也
。
且
自
倣
北
辰
道
湖
南
者
。
必
以
衡
州
鴛
衝
嬰
。
由

　
　
　

宜
春
一
（
江
西
・
袁
州
）
而
取
道
専
西
。
衡
州
又
其
要
贅
也
。
南
服

　
　
　

有
事
。
綱
膠
可
不
蚤
歎
。

　
　

と
い
っ
て
ゐ
。
る
。
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